
  

 

い！」、６/４予定の「ＢＢＱ婚活パーティー」な
ど、お見合いイベントを中心に活動しつつ今後の
方向性を探ってまいりました。が、婚活マッチン
グアプリの発達や、ブライダルの役目は終わった
という声もあり、今後の委員会活動は難しいもの
があります。 
しかし、当地区ブライダル活動には「ロータリア
ンの紹介という、高い信頼性」があり一定のニー
ズもありますので、次年度の皆さまにはぜひ、よ
り良い活動を模索し続けていただきたいと思いま
す。 
 
■社会奉仕部門 ブライダル委員会 委員 岡部 勉  
 
■国際奉仕部門 国際奉仕委員会 委員 松本 有祐 
 
■国際奉仕部門 国際交流委員会 委員  
島村 まり子  

今年度の活動としては、国際奉仕
委員会と合同で 1 ヶ月に一度、会
議を行い、活動して参りました。 
国際奉仕は、海外に行けない期間
がありましたが、今年から活動が
はじまり、先週は研修のためフィ
リピンに行ってきました。国際奉
仕の松本有祐会員はカンボジア、
タイ、ベトナムへ行き、皆さんに
目で見て感じていただくために映像を用意してい
ました。が、本日は松本会員がお休みのためご披
露できません。残念です。 
国際交流としては、11/12（土）、韓国3750地区の
ガバナーご夫妻、インターアクト委員長、幹事ほ
か委員長など 16 名に訪日いただき、こちらの地
区大会に参加していただきました。その後、犬吠
埼へお連れして国際交流をさせていただきました。
これからの活動としては、５/16（火）から韓国
3750地区大会のため訪韓し、日韓親善を行って参
ります。これからも国際交流委員会へのご理解を
よろしくお願いします。 
 
■青少年奉仕部門 インターアクト委員会  
横溝 一樹 

今年度、インターアクト委員会
では、３年ぶりに韓国第 3750地
区とのインターアクト交流事業
を再開することができました。
訪日団受け入れの際にご協力い
ただいた当クラブの皆さまに
は、改めて御礼申し上げます。 
今回の活動を通じ、国や言葉が
違ってもロータリーの活動や考
え方には違いがないこと、またインターアクトを
はじめとする青少年育成の必要性などを改めて感
じることができました。 
青少年奉仕や国際交流など、ロータリーならでは
の体験だと思いますので、今後も引き続きインタ
ーアクト事業へ関心を寄せていただけますようお
願いしまして、本年度の報告とさせていただきま
す。ありがとうございました。 
 
■ロータリー財団部門 資金推進委員会 委員  
押野 一郎 

■米山記念奨学部門米山記念奨学学友選考委員会 
 副委員長 増永 裕樹  

奨学生との交流の主体は各クラ
ブです。米山部門はそのバック
アップのためにある組織となり
ます。仕事は主に２つ。米山事
業への理解を深めていただき、
皆様方に寄付金をお願いするこ
と。そして優秀な学生の確保で
す。 

学生の入学式を昨日に終え、米山としては新年度
が始まりました。学生による卓話や各クラブ所属
のカウンセラーの方々との研修旅行、ゴミ拾いと
いった社会奉仕など、これから１年間、奨学生が
各クラブとよりよく交流できるようなプログラム
を予定しております。 
諸先輩方の前で語るのはおこがましいと思います
が、新たに入会された会員の皆様も増えてきまし
たので、改めて米山事業の目的を簡単に説明させ
ていただきます。当事業は貧しい学生に対する施
しではありません。奨学生に日本的な考えや慣行
などを理解してもらい、将来的に日本と出身国の
架け橋になってもらうのが目的です。日本のよき
理解者となってもらい、各国が冷徹な計算を基に
しのぎを削る国際社会の中で、日本の味方になっ
てもらう。いわば未来への「投資」です。ぜひ米
山事業へのご協力をお願いいたします。 
 

 
 
 

■米山記念奨学生カウンセラー  
福田 美香 会員 

初めての経験ですが、
金さんと二人で成長し
ていきたいと思います。
あたたかい目で見守っ
ていただきたいです。 
  

 

 

 

■2023 学年度米山記念奨学生  
金 亮希（キム リャンヒ）さん 

ご挨拶 
建築を学んでいます。将来も
建築関係で働きたいと思って
います。このたび、米山記念
奨学生に選んでいただき、い
ろいろなかたと話せる機会が
できてうれしいです。感謝の
気持ちで参加していきます。 
 

 
 
 
 
 

米山記念奨学委員会 委員長 円谷 友香 
より、奨学金が授与されました 
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委嘱状 交付 

米山記念奨学生 挨拶・奨学金支給 

米山記念奨学委員会 委員長 円谷 友香 
より、奨学金が授与されました 


